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COMPASS発達支援センター諫早
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保護者等からの事業所評価の集計結果 (公表）保護者等からの事業所評価の集計結果 (公表）

保護者等数（児童数）：   2 人 回収数：   2 人 回収率：100.0％

アンケート期間：令和 5 年 9 月 11 日 ～令和 5 年 9 月 30 日

活動等のスペースが十分に確保さ
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法令基準以上の広さは確保したうえで、活動するスペースが狭くな
らないように棚や机などの配置を配慮するよう心掛けています。
また個別性を高めるためのスペースも確保するよう努めました。
今後も利用人数に応じて机や家具を移動するなどの配置をし、活動
スペースが少しでも広くとれるように工夫してまいります。

基準以上の有資格者を配置し、定期的に社内研修の場を設け、資質
の向上を図り、きめ細かな療育活動ができるように引き続き努力し
てまいります。
医療専門職の配置において作業療法士、理学療法士の配置を行い、
今まで以上に専門性の高い療育を目指してまいります。

生活空間は児童にわかりやすく用途が決められており、バリアフ
リーの環境となっています。
机等の配置も車椅子が安全に通れるようスペースを確保しておりま
す。

児童それぞれの特性を考慮し、清潔で心地よく過ごせる環境づくり
に努めてまいります。

連絡帳や家庭訪問をおこない、保護者様のニーズや課題を取り入れ
ながら支援計画を作成し、より解りやすい説明に努めております。
また、学校などとの連携を図るために関係機関を訪問し、情報共有
をおこない支援計画に取り入れております。

保護者様との情報共有はとても重要なことであると捉えております
ので、お子様の状況の把握からご家庭でも取り組める内容について
まで提案させていただけるように努めてまいります。

全職員が支援計画を確認できるよう、日々の療育記録のファイルに
支援計画のコピーを挟み、支援計画を現場で活かせるように工夫し
ています。
また、保護者様に内容をより具体的に伝える機会を増やし、共通理
解のうえで支援できるよう努めてまいります。

療育を中心とする活動をおこない、長期休み等には児童の意向を踏
まえ、集団活動を積極的に取り入れております。
静的活動と動的活動を組み合わせながら総合的なプログラムを実施
しております。   

日常的に児童は保育所へ通っており、障がいのない児童との交流は
できていると考えられます。
交流についても保護者様へお便りなどでお伝えするように工夫いた
します。
企画する場合でも感染症予防の観点からも考慮し、状況を見ながら
必要に応じて対応してまいりたいと思います。

契約時に重要事項説明書や利用契約書を通して､詳しく丁寧な説明
をおこない、納得していただいております。
また、運営規定は目につきやすいように出入口に掲示しております。

モニタリングにより利用児童の発達状態を把握し、幼稚園、保育園、
またご家庭での様子と合わせ情報交換、共有しながら適正の高い支
援内容を設定し、保護者様の同意を得られるように努めております。

送迎時や日々の声かけで、保護者様との連携を密に取れるように配
慮し、必要に応じて児発管との面談を行っております。

連絡帳や送迎時、電話等で相談をお受けして必要に応じて面談など
を行うとともに､相談しやすい雰囲気作りを職員一同心がけておりま
す。

連絡帳や送迎時、または電話等で日々の利用の様子、課題や成長につ
いて共通理解ができるよう努めております。
今後も情報をお伝えする機会を逃さず、保護者様の不安を緩和できる
よう、いっそうの信頼関係を築けるよう努めてまいります。

現状の活動・支援が保護者様にわかりやすく伝えられるよう努めてま
いります。
今後につきましては、保護者様参加型の行事を企画したり、父母の会
の開催についても今後検討してまいります。

担当者を配置して契約時にご説明するとともに、相談や申し入れが
あった際には迅速に対応できるように体制を整えております。
また相談しやすい雰囲気作りを職員一同心がけております。

日常的な意思疎通や情報伝達に関しては、児童や保護者様に合ったわ
かりやすい手段や方法に努めてまいります。
保護者様との情報伝達には全職員で取り組んでいくことを徹底してま
いります。

自己評価表は、公式Webサイトで公開しております。
また公式Webサイトのブログは毎日更新されており、SNSでも保
護者様に療育の様子や活動状況を知っていただけるよう情報発信し
ております。
また毎月「子どもカレンダー」を発行し、事前にイベントなどをお
知らせいたしております。

個人情報は鍵付きの書庫にて保管・管理し、写真等の掲載は同意書
で確認、書類等を破棄する場合にはシュレッダーを使用するなど、
常に細心の注意を払ってまいります。
また職員一同研修を受講して共有しております。

必ず緊急時のマニュアルについては利用契約時に丁寧に説明すると
ともに、事業所入り口壁面に掲示しております。

訓練内容や定期的な実施状況を「子どもカレンダー」などで保護者
様にご報告しております。今後もより理解を得られるように努めて
まいります。
内容としては、さまざまな災害を想定し、定期的に児童も参加した
防災学習､避難訓練をおこなっております。
避難経路や避難先は事業所に掲示し、訓練を年間計画に盛り込んで
おります。

たくさんの児童から楽しみにしているとの評価をいただき、職員一
同嬉しく思います。
児童にとって楽しく安心できる場所であり、日々成長できる場所で
あることを目指し、今後も職員一同努力してまいります。

ほとんどの保護者様からご満足いただけているという評価をいただ
き、職員一同たいへん感謝しております。
保護者様や児童のお気持ちに寄り添い、安心してお任せいただける
よう努力し、これからも､より良い療育と支援､より良い環境を目指
してまいります。 

・支援のおかげで少しずつ言葉を覚えたり、いろいろなものに興味
をもつようになりました。

職員の配置数や専門性は適切であ
るか 
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事業所内は､活動に応じてわかりや
すいように構造化された環境になっ
ているか。
また､障害の特性に応じ､事業所の設
備等は､バリアフリー化や情報伝達
等への配慮が適切になされているか

事業所内は､清潔で､心地よく過ご
せる環境となっているか。
また､子ども達の活動に合わせた空
間となっているか

支援の計画は､お子様と保護者様の
ニーズや課題が客観的に分析され
た上で作成されているか

支援の計画は､児童発達ガイドライン
の「本人支援」「家族支援」「地域支援」
で示す支援内容から項目が適切に選
択され､その上で､具体的な支援内容
が設定されているか

支援の計画に沿った支援が行われて
いるか

活動内容が固定化しないよう工夫さ
れているか

保育所や認定こども園､幼稚園等との
交流などの外部の子どもと活動する
機会があるか

契約時などに運営規程､利用者負担等
について丁寧な説明がなされたか

保護者様に対して家族支援プログ
ラム（ペアレント･トレーニングⅲ
等）が行われているか

日頃からお子様の状況を保護者様
と伝え合い､発達の状況や課題につ
いて共通理解ができているか

保護者様に対して面談や､育児に関
する相談等の支援が行われているか

父母の会の活動の支援や､保護者会
等の開催等により保護者様同士の
連携が支援されているか

お子様や保護者様からの相談や申
し入れについて､対応の体制が整備
されているとともに､子どもや保護
者に周知･説明され､相談や申し入
れをした際に迅速かつ適切に対応
されているか
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児童発達支援ガイドラインの「児
童発達支援の提供すべき支援」の
ねらい及び支援内容と､これに基づ
き作成された「児童発達支援計画」
を示しながら､支援内容の説明がな
されたか
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お子様や保護者様との意思の疎通や
情報伝達のための配慮がなされてい
るか
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定期的に会報やホームページ等で、
活動概要や行事予定､連絡体制等の
情報や業務に関する自己評価の結
果をお子様や保護者様に対して発
信されているか 
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個人情報の取扱いに十分注意されて
いるか

緊急時対応マニュアル､防犯マニュ
アル､感染症対応マニュアル等を策
定し､保護者様に周知･説明されて
いるか。
また､発生を想定した訓練が実施さ
れているか

避難訓練､救出訓練､その他必要な訓
練が定期的に行われ､非常災害の発
生に備えているか

お子様は通所を楽しみにしているか

17

18

19

20

21

22

お子様は通所を楽しみにしているか23
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○ この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。


